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令和６年度第４回新潟県内水面漁場管理委員会議事録 

 

 １ 招集状送付年月日    令和７年３月 10日（月） 

 

２ 開催日時        令和７年３月 19日（水） 10時 30分 

 

 ３ 開催場所         新潟市中央区新光町４番地１ 

新潟県庁 14F 1401 会議室 

 

 ４ 委員の定数並びに    委員定数 10名 

   出席状況        委員出席  ９名 

 

 ５ 出席者 

内水面漁場管理委員会委員 

   藤田利昭、小島正朗、富井冨士子、平田茂伸、髙橋卓、佐々木 桐子、西村誠、古石 久志、

倉又 哲 

新潟県農林水産部水産課 

    河村課長 

内水面水産試験場 

佐藤場長 

内水面漁場管理委員会事務局 

吉田副参事、山口書記、上村書記、夏川書記 

 

 ６ 議 題 

 （１）小型機船底びき網漁業（手繰第３種漁業のしじみ貝けたびき網漁業）の許可又は起業の認可

を申請すべき期間について（諮問） 

（２）第五種共同漁業権遊漁規則の変更認可について（諮問） 

（３）令和７年採捕の許可の有効期間について（諮問） 

（４）令和７年四手網によるしろうお採捕許可方針について（協議） 

（５）コイの持ち出しの禁止及び放流等の制限に係る委員会指示について（指示） 

（６）外来魚の再放流禁止に係る委員会指示について（指示） 

（７）その他 

 

７ 会議の顛末 

  定刻となり、藤田会長挨拶の後、議事に入った。 

 

吉田副参事 

 

 

 委員の出席状況と委員会の成立を報告。 

 配布資料を確認。 
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藤田会長 

 

 

 

一同 

 

藤田会長 

 

 

 

 

河村課長 

 

藤田会長 

 

事務局 

 

藤田会長 

 

 

一同 

 

藤田会長 

 

 

 

一同 

 

藤田会長 

 

 

 

 

 

河村課長 

 

藤田会長 

 

事務局 

 ただいまより令和６年度第４回新潟県内水面漁場管理委員会を開会します。

それでは議事に入る前に議事録署名人を指名させていただいてよろしいで

しょうか。 

 

［異議なし］ 

 

それでは議事録署名人として、平田委員、髙橋委員お願いします。 

 それでは議事に入ります。（１）「小型機船底びき網漁業（手繰第３種漁業

のしじみ貝けたびき網漁業）の許可又は起業の認可を申請すべき期間につい

て（諮問）」は知事からの諮問事項です。県から諮問をお願いします。 

 

［諮問文を朗読］ 

 

ただいま、県から諮問を受領しました。事務局から説明をお願いいたします。 

 

[資料１に基づき説明] 

 

はい。今ほど説明がありましたが、これは汽水域で営まれている漁業になり

ます。委員の皆様からご質問、ご意見ありますでしょうか。 

 

［意見なし］ 

 

よろしいですか。毎年、この様な形で諮問している案件になります。それで

は、議題（１）については、諮問どおり知事に答申することとしたいと思い

ますがよろしいでしょうか。 

 

［異議なし］ 

 

それでは、議題（１）については承認していただきましたので、事務局案の

とおり取り扱うことといたします。 

 

次に（２）「第五種共同漁業権遊漁規則の変更認可について（諮問）」は知

事からの諮問事項です。県から諮問をお願いします。 

 

［諮問文を朗読］ 

 

ただいま、県から諮問を受領しました。事務局から説明をお願いいたします。 

 

［資料２に基づき説明］ 
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藤田会長 

 

山口副参事 

 

藤田会長 

 

 

一同 

 

藤田会長 

 

 

 

一同 

 

藤田会長 

 

 

 

 

 

河村課長 

 

藤田会長 

 

事務局 

 

藤田会長 

 

 

山口副参事 

 

 

藤田会長 

 

 

一同 

 

藤田会長 

はい。オンラインシステムを導入したのはこれで何組合目ですかね。 

 

５、６組合目だと思います。 

 

分かりました。大きな組合はかなり（導入が）進んでいるかと思います。委

員の皆様からご質問、ご意見ありますでしょうか。 

 

［意見なし］ 

 

よろしいですか。毎年、何件か扱っている案件になります。それでは、議題

（２）については、諮問どおり知事に答申することとしたいと思いますがよ

ろしいでしょうか。 

 

［異議なし］ 

 

それでは、議題（２）については承認していただきましたので、事務局案の

とおり取り扱うことといたします。 

 

次に（３）「令和７年採捕の許可の有効期間について（諮問）」は知事から

の諮問事項です。県から諮問をお願いします。 

 

［諮問文を朗読］ 

 

ただいま、県から諮問を受領しました。事務局から説明をお願いいたします 

 

［資料３に基づき説明］ 

 

  はい。これは毎年の更新に係る諮問ということで、昨年と同様ということで

よろしいでしょうか。 

 

昨年は、許可方針を協議することでご意見を伺っていたのですが、正式には

諮問をしなければいけないということで、今回諮問します。 

 

きちんと諮問する形をとったということですね。委員の皆様からご質問、ご

意見ありますでしょうか。 

 

［意見なし］ 

 

よろしいですか。それでは、議題（３）については、諮問どおり知事に答申
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一同 

 

藤田会長 

 

 

 

 

 

事務局 

 

藤田会長 

 

 

 

 

 

一同 

 

藤田会長 

 

 

 

 

 

事務局 

 

藤田会長 

 

 

 

 

 

古石委員 

 

 

 

藤田会長 

することとしたいと思いますがよろしいでしょうか。 

 

［異議なし］ 

 

それでは、議題（３）については承認していただきましたので、事務局案の

とおり取り扱うことといたします。 

 

次に（４）「令和７年四手網によるしろうお採捕許可方針について（協議）」

について事務局から説明をお願いします。 

 

［資料４に基づき説明］ 

 

しろうおは春の風物詩ですので県内各地で漁が行われているんですが、許可

を得ていない漁の様子がテレビ等に出て問題となったため、一昨年からこの

ように協議しています。また、四手網を使ったしろうお漁は、佐渡の国府川

でしか確認されていないのでこのような許可方針としています。これについ

て、委員の皆様からご質問、ご意見ありますでしょうか。 

 

［意見なし］ 

 

それでは、議題（４）については承認していただきましたので、事務局案の

とおり取り扱うことといたします。 

 

次に（５）「コイの持ち出しの禁止及び放流等の制限に係る委員会指示につ

いて（指示）」について事務局から説明をお願いします。 

 

［資料５に基づき説明］ 

 

はい。この委員会指示は毎年発出し続けています。コイヘルペスウイルスが 

発生すると錦鯉産業に非常に大きな影響があるということで、この様な委員

会指示を発出しています。反面、この委員会指示をいつまで発出し続けるの

かという意見もあります。これについて、委員の皆様からご質問、ご意見あ

りますでしょうか。 

 

よろしいでしょうか。水域の指定のところで、阿賀野川では支川についても

コイの持ち出し禁止区域となっていますが、鳥屋野潟と接続する清五郎潟や

水路については、持ち出し禁止の水域として指定されているのでしょうか。 

 

事務局いかがでしょうか。漁業権の及ぶ範囲ということにはなると思います
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吉田副参事 

 

 

 

藤田会長 

 

 

 

吉田副参事 

 

 

河村課長 

 

 

藤田会長 

 

古石委員 

 

藤田会長 

 

 

 

 

 

事務局 

 

藤田会長 

 

 

 

 

 

 

富井委員 

 

 

 

が。 

 

漁業権の及ぶ範囲で委員会指示をかけている形になります。水系としてはど

こまでも繋がっていますが、持ち出し禁止区域の区切りとしては漁業権の範

囲内で区切るのが妥当だと判断し、この様にさせていただいております。 

 

古石委員の仰るとおり水系が繋がっていれば魚はどこまでも行くと思いま

すが、漁業権が及ぶ範囲以外での管理は困難ですので、我々ができる範囲で

委員会指示を発出することになるかと思います。 

 

 実質的に管理できるところというのが漁業権の範囲内ということになりま

す。 

 

毎年コイヘルペスウイルスの検査はしていますが、幸いにしてだいぶ長い期

間検出されていません。 

 

だいぶ落ち着いてきた印象がありますね。古石委員、よろしいですか。 

 

はい。 

 

それでは、議題（５）については承認していただきましたので、事務局案の

とおり取り扱うことといたします。 

 

次に（６）「外来魚の再放流禁止に係る委員会指示について（指示）」につ

いて事務局から説明をお願いします。 

 

［資料６に基づき説明］ 

 

はい。外来魚の再放流禁止に関しては、釣りの好きな方なら認識されている

かと思います。今説明があったとおりブラックバス等は特定外来生物ですの

で、持ち出しは禁止されているので釣れたら殺処分するしかないと思います

が、子供たちに正しく周知するが難しいところです。問題もありますが、県

としては外来魚の分布を広げないためにこのような取り組みをしていると

いうことをご理解いただければと思います。 

 

今、子供たちへの周知のお話があったんですけど、生態系や地球環境の話に

ついては我々よりも子供達の方が敏感ですので、是非周知していただければ

と思います。 
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藤田会長 

 

河村課長 

 

 

佐藤場長 

 

 

 

富井委員 

 

藤田会長 

 

古石委員 

 

 

 

 

佐藤場長 

 

 

 

古石委員 

 

 

佐藤場長 

 

 

藤田会長 

 

佐藤場長 

 

藤田会長 

 

事務局 

 

藤田会長 

 

富井委員 

はい。水産課から何かありますか。 

 

周知の機会を設けまして、県報だけでなくその他の方法で周知することも大

切だと思います。 

 

今の委員のご指摘について、外来魚問題の周知に関してはこれまで農水省が

行ってきましたが、これからは農水省だけでなく文科省などからも広く周知

してもらうよう、全国場長会から国へ要望を挙げています。 

 

わかりました。 

 

はい。他にご意見ないでしょうか。 

 

よろしいですか。県ではブラックバス類の分布調査はされているのでしょう

か。というのも、以前阿賀野川の上流でアユの投網をしたところ、網にコク

チバスが入りました。どのくらい内陸まで侵入してるのか気になっていると

ころです。 

 

詳細な分布調査はできていません。内水面漁連さんの方で各漁協さんにブラ

ックバス類の在否について聞き取りをしていたかと思いますが、分布域の詳

細な情報までは把握できていないと思います。 

 

例えば、我々漁業者や釣り人がブラックバス類を釣った際に報告するような

仕組みも今のところないということでしょうか。 

 

今のところはないですね。委員も仰るようにかなり上流で見られるようで

す。 

 

内水試の方である程度の情報を集めることも検討してみてください。 

 

はい。 

 

はい。最後に（７）「その他」ですが、事務局から何かありますか。 

 

［資料７に基づき説明］ 

 

 はい。この報告について委員の皆様からご質問、ご意見ありますでしょうか。 

 

 はい。生態系の保全は非常に重要なことですので（野尻湖を）管理をしてい
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藤田会長 

 

河村課長 

 

 

 

 

藤田会長 

 

 

 

一同 

 

藤田会長 

 

佐々木委員 

 

 

藤田会長 

 

一同 

 

藤田会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

る方たちにも周知していただければと思います。 

 

 水産課の方から何かありますか。 

 

 野尻湖漁協では、コクチバスを資源として利用していますので、こちらから

何か働きかけることは難しいですが、野尻湖からコクチバスを出さないこと

を前提に再放流を認めていますので、新潟県側になにか影響があればこの委

員会の方で協議した上で長野県側に対策を求めることになると思います。 

 

 ブラックバス釣りは非常に人気がありますので、それを漁業権にして漁業者

が生活している側面もあるのでなかなか強く言えないところがあります。他

にご意見ある方はいらっしゃいますか。 

 

［意見なし］ 

 

 初めて参加された佐々木委員からご意見や感想などありますでしょうか。 

 

 そもそも単語が分からないことがあるのですが、非常に勉強になっていま

す。 

 

 はい。皆様方から他に意見はありますか。 

 

［意見なし］ 

 

はい。それでは、本日予定していた議事は全て終了しましたので、以上をも

ちまして閉会とさせていただきます。今日はどうもありがとうございまし

た。 

 

 

11:30終了 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


